
  

 

２０２４年の幕開けと能登地震の被害に思う 

１月１日、午後４時過ぎ、緊急地震速報のブザー音が携帯から鳴り響きました。いつもの習わ

しで自宅の学習机の下にもぐりこみ、様子を伺いました。揺れが長くこれはどこかで大きな地震

が起きたかとテレビをつけると…。石川県能登地方を震源とする強い地震が４時１０分に発生、

同県志賀町で最大震度７を観測したというのです。お正月気分は消え去り、倒壊した家屋、道路

の地割れ、土砂崩れ、被害の様相が次々とテレビに映し出されます。新潟に暮らす旧友の安否を

確認しているうちに夜を迎えました。 

  １月５日(金)に私立高校に送る調査書を取りにきた３年生と雑談する中で、地震の話題となり

ました。倒壊した家屋に閉じ込められている人が数多くいること、避難している人たちの物資の

不足…、被災地でもこれから入試を迎える 3年生がいます。複雑な心境の新年の幕開けとなりま

した。 

 

＜進路関係のお知らせ＞県公立高校志願者に以下の書類を渡しました。1/9(火)本日 

県公立学校の出願に際して次の A～Cをお渡ししています。ご確認願います。 

A 電子出願未実施校志望者 

①納付書（3枚綴り・全日制 2200円/定時制 950円）※ ②納付書の書き方 ③納付書練習用紙 

 ④受験票用切手提出封筒（63円、140円、20円の 3枚）  

①のオモテ１枚と④を目隠しファイルに 入れて担任に 1 月 17 日(水)までに提出してください。  

    B さいたま市立高校志望者 

   ①納付書（3枚綴り・全日制 2200円）切手は中学校に提出しなくてよいです。 

  C 電子納付校志望者 

   電子出願（納付書を写真で撮り、アップロードする。）した願書を担任に 1月 25日(木)までに提出 

                                                     

三学期の決意                        ３学年代表 ３組 木村 十和さん 

 中学校生活も残り 2 か月余となりました。私たち三年生は、これまで勉強と部活を両立しながら、吹

上北中三大行事や、校外学習のための準備に取り組んできました。 

今日からの三学期、私たちは人生の「岐路」である「高校受検」を迎えます。その受験で全力を出せ

る様に、私の所属している三学年学級委員会では、二学期に二つの勉強会を企画しました。一つ目は、

朝の三十分間、集中して勉強する「朝勝会（あさかつかい）」です。もう一つは下校前に仲間と教えあ

って勉強する、ちょこっとスタディしていく勉強会「チョコスタ」です。「朝勝会」や「チョコスタ」

を有効活用して、受験勉強の活性化を図り三学年全員が受験を乗り越えられるようにしたいです。 

そして、三月十五日は「卒業式」です。「卒業式」は私たちにとって義務教育終了の最も大切な日で

す。三月に入って卒業する日までの約二週間は、三学年の特別日課として学級や学年の絆を深める最後

の授業です。三送会では、下級生や先生方に感謝の気持ちを伝え、充実した中学校生活を送りたいです。 

私の所属する三年三組が合唱コンクールで歌った「決意」という曲の中に、「他人に優しく、自分に

厳しく」という歌詞があります。この歌詞は、私にとってとても大切なものになりました。仲間を心か

ら大切にし、自分は努力を怠らない、そんな人になり、三学期を、最後の中学校生活を頑張ります。 
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